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介護支援専門員１から

夫婦が要介護。長男家族と同居。７人家族。
妻が利用しているデイにて感染。他家族は濃厚
接触者。

妻はデイケア、デイ利用。
夫はデイ、デイケア、訪看、福祉用具利用。
しかし、すべてのサービスを断られた。

妻は高次脳機能障害があるため、自宅療養。
症状はのどが痛いだけ。

概要



夫、濃厚接触の待機期間が長かった。妻の感
染隔離期間が終わってから、濃厚接触期間が
始まった。

当初、訪看は濃厚接触者になっても、清拭、薬
塗布はできると聞いていたが、対応してもらえな
かった。（妻と一緒に生活していたためで、家庭
内隔離できていたら対応可ではあった。）

保健所がいう濃厚接触の待機期間が明けても
デイが独自期間を設定し、再開ができなかった。
訪看の再開までデイは利用できなかった。



課題

・濃厚接触者の待機隔離期間について、保険
所が設定する期間とサービス提供事業所の設
定がバラバラ。サービス提供事業所が独自ルー
ルを作っている現状がある。

・濃厚接触者へ訪問してくれる事業所が少ない。



介護支援専門員２から

男性 脊髄小脳変性症
妻と長女、長男と同居。４人家族。
長男が感染し、家庭内感染。妻、長女は濃厚
接触者。

本人はデイケア週３回、福祉用具利用。

デイケアに行けなくなったため、訪問リハを依頼
したが、濃厚接触者ならば対応可能だったが、
感染者へのサービス提供はできないと断られた。
待機期間解除後、デイケア再開となった。

概要



課題

・自宅療養中の感染者でもリハビリが必要に人
には受けられる体制があれば。。。。。



訪問介護から

他社訪問介護事業所より、ヘルパーが感染し、
他ヘルパーも濃厚接触者となったため、サービ
ス提供ができなくなり、代替サービスの依頼が
あった。

概要

代替できるヘルパーのスタッフ確保が厳しかっ
た。

濃厚接触者へのサービス提供できる事業所が
少ない。

課題



通所介護から

家族とケアマネへの連絡が大変。
どこまで連絡しないといけないのか？

週末、ケアマネジャーへの連絡がしにくかった。

デイサービス休止期間の判断基準がわからない。

感染発生後、施設内の消毒の基準はどこまで？

誰が原因か、感染経路の問い合わせ、個人情報を聞
かれたときの対応。

感染者が発生して困ったこと



課題

・検査した日と検査結果のタイムラグあるため、
その期間のサービス提供をどうしたらよいか。

・感染したスタッフが責任を感じて退職してし
まった。また、スタッフが退職したことにより、他
スタッフも感染することにより、周りに与える影
響の怖さを感じながら勤務している。



●登録法人・施設・事業所・派遣職員数・派遣職種等をとりまとめた応援事業登録内容一覧の作成
●職員派遣依頼、代替サービス利用調整依頼の受付および決定
●依頼先・依頼元施設間の派遣協定締結の調整
●職員派遣の調整および代替サービス利用に向けた情報整理提供・調整支援 等

登録

介護関連施設・事業所等間の応援事業のイメージ

域内施設

域内施設

域内事業所

域内事業所

地域事務局

・・・
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滋賀県全域事務局（県内団体連携事務局）

連携調整

滋賀県医療福祉推進課

コーディネート機能の整備

平常時からの衛生用品備蓄・ゾーニング・感染症研修の実施等

登録 登録

登録名簿整備
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委 託

連携
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域内事業所

登録名簿整備
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居宅サービス事業所間の代替サービス調整のイメージ

一時閉鎖等事業所
（依頼元）

他の居宅サービス事業所（依頼先）ケアマネ事業所

他の居宅サービス事業所（依頼先）

他の居宅サービス事業所（依頼先）

ケアマネ事業所

ケアマネ事業所

地域事務局 市町

要調整リスト提供
・利用者名
・濃厚接触者判断の有無
・居宅介護支援事業所名
・事業所連絡先 等

【支援】
・受入可能事業所
情報の提供
・調整支援

調

整

調

整

依

頼

濃厚接触者と判断された利用者

同一法人訪問事業所や濃厚接触者では
ない職員による電話・訪問での対応

ケアマネ事業所困難時
他の訪問サービス事業所（依頼先）

調整

一時閉鎖等事業所
（依頼元）

他の居宅サービス事業所（依頼先）ケアマネ事業所 ×調整依頼

地域事務局 市町情報提供
協力依頼

調整支援

○調整困難時は地域事務局と市町が連携し代替
サービスの確保を支援

調整手当 1,500円/
件

調整手当 3,000円/
件

サービス提供する職員に応援手当
2,500円/時

間

調整支援

情報提供
協力依頼

サービス提供する職員に応援手当
1,250円/時

間
※請求手当総額を事業所の裁量
で職員に配分



介護関連施設間の職員派遣のイメージ

県内施設

県内施設

県内施設

県内施設

感 染 症 発 生 施 設
（派遣先）

感染管理認定看護師
DMAT等

県 内 施 設
（派遣元）

滋賀県
医療福祉推進課
大津市介護保険課

圏域保健所
（各健福事務所）

滋賀県全域事務局（県内団体連携事務局）

地域事務局

ニーズ
聴取

派遣依頼

広域調整
ニーズ
伝達

疫学調査
ゾーニング
消毒指導
不足衛生資材確認
プレスリリース助言 等

連携

滋賀県全域事務局（県内団体連携事務局）
地域事務局

集団感染（５人以上）発生時

感染症発生施設
（派遣先）

原則、緑エリアへの派遣

赤エ リア
派遣は必
要時のみ

感染施設経営法人の
他施設（派遣先）

応援

派遣協定締結・派遣

派遣協定
締結・派遣

応援

連携

発生施設への派遣

滋賀県
医療福祉推進課
大津市介護保険課

依頼

ゾーニング・感染対策指導

衛生資材支援

連携

応援
（上記同様）

派遣協定締結・派遣

事務局業務に対する
応援を想定。登録事
務や事が起こった際
の調整業務。

派遣依頼
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